
















































































































































































































荻 布 優 子 ・ 川 崎 聡 大28
発達障害の病理的背景
よってもその求められる水準が変わってしまう能力を、単一の指標で評価することの限界もあるだろう。しかしそ
の結果として、診断に始まる支援の必要な児・者が適切な時期に正しく把握され、介入が開始されているか否かと
いう点に疑問が残ってしまうことが、限局性学習障害の支援に関する最大の課題であると考えられる。
この課題を解決するためには、限局性学習症の生理的背景がさらに解明されることが必要である。バイオマー
カーの発見や、あるいは幼児期に就学以降の学業的技能を予測する認知機能の有力な指標の開発など、今後の多面
的な視点での研究の発展が望まれる。
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